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ささやかな軌跡

～心理臨床の世界に生きて～

札幌学院大学大学院臨床心理学研究科滝沢広忠

はじめに

札幌学院大学に32年半勤め，定年まであと６年

残して退職することにした。私の人生の大半をこ

こで過ごしたことになり，振り返ってみればさま

ざまな思いが胸に浮かんでくる。人生を回顧する

にはまだ早過ぎるが，原稿を依頼されたこの機会

に，心理臨床家としての私のささやかな歩みを記

しておきたいと思う。いかに生きるかということ

で苦悩していた人間が，いつしか北海道の心理臨

床の世界にどっぷり浸かっていたというのが実感

である。考えてみれば東京生まれの東京育ちで北

海道に縁もゆかりもなかったが，私は随分人間関

係に恵まれていたと思っている。

学生時代まで

私は子どもの頃から昆虫採集が好きだった。近

くの高尾山や平山城杜公園にはよく補虫網をもっ

て出かけたものである。小学生のときは理科が得

意で，湯川秀樹にあこがれていた。高校は理科系

のクラスであり，大学も最初は物理学科を受験し

ている。しかし高校時代テニスに明け暮れていた

ため受験に失敗し，浪人生活を余儀なくされた。

この頃からさまざまな書物を読むようになり，自

分の内面に関心が向くようになっていく。カレ

ン・ホルネイの「自己分析』を読んだのもこの頃

である。そこで大学では心理学を学ぼうと決心し

た。早稲田や慶応にあこがれ，受験はしたものの

落ちてしまい，日大の文理学部心理学科に進学す

ることになった。1969年のことである。この年は

まさに大学紛争で荒れていた時期で，東大の入試

が中止となった年でもある。日大文理学部は世田

谷の桜上水にあったが，校舎はバリケードで封鎖

されており，構内に入ることは出来なかった。わ

れわれ１年生は武蔵野台にあるプレハブの仮設校

舎で１年間過ごすことになる。サークルは心理学
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研究会（顧問は大村政男先生）に所属していた。

大学の校舎に入れなかったため，研究会は都立松

沢病院近くの会館を利用していた。先薙は東大・

日大闘争にかかわって留置場に入れられた経験者

が多く，舷し<見えた。体制を批判するのは若者

の特権であるが，私自身は学生運動に加わらな

かった。

その頃の心理学者といえば，一橋大学の南博，

東京工業大学の宮城音弥が有名であった。宮城音

弥は岩波新書から何冊も心理学関係の書物を出し

ており，夢中になって読んだ記憶がある。またク

レッチメルのｒ体格と性格』を訳した早稲田大学

の相場均の本もよく読んだ。ヤスペルスの『精神

病理学総論』や，みすず番房から出版されていた

『異常心理学講座』にも興味はあったが，当時の

私にはむずかし過ぎて，どこまで理解できたか心

許ない｡それでもそこに名を連ねていた島崎敏樹，

霜山徳爾といった碩学には人間的な魅力を感じ，

その後彼らの本を好んで読むようになった。

当時大学では臨床心理学はマイナーな科目で，

実験心理学が主流であった。知覚や感覚の機械実

験があり，脳波実験も行った（私自身は逃げて一

度も被験者になったことはない)。またラットを

解剖したこともある。このようなことを学んで，

果たして人間の心が分かるのだろうかと疑問に

思った。そんなことから学生時代はもっぱら小説

や好きな本を読んで過ごしていた｡卒業論文は『ド

ストエフスキーの心理」という病跡学である。指

導の児玉斉二先生が芸術に造詣の深い人で，自由

に書かせてくれた。細木照敏先生が日大に着任し

たのは私が卒業した後であるが，大学院の友人か

らウ細木先生が私の卒論を評価していたという話

を聞き，先生に親しみを覚えた｡後の話になるが，

細木先生には国内研修で東京に滞在していたと

き，聖路加国際病院の土居健郎先生を紹介してい
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ただいたり，私の事例研究に好意的なコメントを

書いて下さるなど，随分お世話になった。

知的障害児施設に勤めて

私は企業に勤めてサラリーマン生活を送るよう

なことは出来ないと考えていたので就職活動はし

なかった。しかし何となく医療機関に勤めたいと

いう気持ちは持っていた。たまたま歯科医師だっ

た叔母の夫がある精神科病院を紹介してくれた。

心理職を募集していたわけではないので採用され

ることはなかったが，そこで対応してくれた心理

士との出会いは深く印象に残っている。まったく

何も知らない私に対しても誠実に接してくれたの

である。その人が日本臨床心理学会（日本心理臨

床学会ではない）の中心的人物であることは，後

に知った。

卒業間際に恩師である関忠文先生と花沢成一先

生に連れられて新宿の京王プラザホテルに行っ

た。そこで社会福祉法人惰愛会の理事長である大

場茂俊先生と会うことになる。別に面接試験を受

けたわけではないが，しばらくしてから北海道に

来ないかという話になり，知的障害児施設である

おしま学園に勤めることが決まった。道南の渡島

当別にあるこの施設に行く気になった理由のひと

つに，トラピスト修道院が近くにあった，という

ことがあげられる。『人生逃亡者の記録』の著者

であるきだみのる（本名山田吉彦。ファーブルの

ｒ昆虫記』の訳者）が若い頃トラピスト修道院に

滞在していたことを本で読んで知っており，興味

があったからである。

おしま学園には１年間児童指導員として働い

た。軽度知的障害児の居室を担当していたが，子

どもたちが昼間学校(併設されていた分校)に行っ

ている間は,重度の障害児の指導に携わっていた。

ここは子どもたちの生活の場であり，年間を通し

てさまざまな行事が行われていた。生活指導が中

心で専門性を生かせない物足りなさのようなもの

を感じた。生意気にもそのことで理事長と議論し

たこともあった。

ここで知的障害児の素直な気持ちに触れること

ができた体験は新鮮であったし，献身的な職員と

じかに接することで，福祉についていろいろ考え

させられた。

札幌医科大学心理学教室の思い出

現場に勤めることで改めて勉強の必要性を感じ

ていた。たまたま帯広の精神科病院を訪問したと

き，札幌医大の心理学教室のことを教えられ，研

究生になることにした。日大の大村先生が札幌医

大の杉山善朗先生と親しかったためか，快く受け

入れてくれた。そしてアルバイトとして市立札幌

病院（静療院)，北大保健管理センターの非常勤

の仕事を紹介してくれた。１年間，心理検査の勉

強をしながら心理アセスメントのレポートを書く

毎日であった。

その当時の心理学教室は，杉山善朗教授，竹川

忠男助教授，それに大坊郁夫さん（現在大阪大学

教授)，津田幸展さん（現在札幌医科大学教授）

が助手を務めていた。私は大坊さんの部屋に机を

おかせてもらった。今北星学園大学に勤めている

今川民雄さんがときどき部屋に遊びに来て大坊さ

んと議論していたのを思い出す。

私の名前が最初に専門誌に載ったのは，第46回

北海道精神神経学会で発表された共同研究におい

てである｡心理検査の課題で不快なものがあると，

突然意識喪失発作を起こしてしまう症例報告で

あった。脳波を測定しているとき心理検査をして

ほしいと再度医師に頼まれたが，本人が拒否した

ためそれは実施しなかった。この出来事は，倫理

問題を考えるきっかけとなった。市立札幌病院で

軽度知的障害の子どもに知能検査を実施したと

き，昼休み廊下で会ったこの子の母親からＩＱを

低く評価して欲しいといわれて驚いたこともあ

る。障害児手当の問題がからんでいたのである。

心理士はただ医師の指示に従って仕事をすればよ

いということではなく，心の専門家としての自覚

が必要であると思った。

医大では性染色体異常であるクラインフェル

ター症候群の患者にＴＡＴを実施したことがあ

る。性に関する歪んだ反応が顕著に見られたので

驚いた。また，心理検査の実習の授業で，ロール

シャッハ・テストの相手がいないということか

ら，私が借り出されたことがあった。まだ学生運

動が盛んな頃で，その学生の委員長と組んでロ－



ルシャッハ・テストを実施した。医学生であるか

ら「トルコ鞍」といった解剖用語が出てくるのは

わかるが，王冠など権威的な反応が多かったこと

が印象に残っている。投映法は無意識の世界を映

し出しているということを如実に示したエピソー

ドである。

市立函館保健所時代

１年後，杉山先生から函館保健所に心理の欠員

が出たので行かないかという話があった。最初そ

れほど気が進まなかったが，五稜郭病院小児科の

本村捨夫先生と会い，保健所に勤めようという決

心を固めた。本村先生は私の人生の恩人であり，

後にいろいろお世話になっている。

保健所では精神衛生相談員ということで，主に

三歳児検診で子どもの精神発達面をチェックする

仕事を担当していた。そこでは発達の遅れが疑わ

れる子どもをプレイルームで観察しながら経過を

見ていた。当時は小児自閉症が注目されていた時

期である。その疑いのある子どもを何人も見てい

るが,その頃自閉症児の治療機関はほとんどなく，

保育園・幼稚園でも引き受けてもらえず，保護者

は途方に暮れていた。そこで土曜日の午後，ボラ

ンティアを募って，自分たちで治療教育を始める

ことにした。幸い近くにある教育大付属養護学校

の体育館を借りることが出来た。養護学校の教諭

であった佐藤義昭さん（現在北翻大学教授）がス

タッフとして協力してくれた。それに教育大や看

護学校の学生がボランティアとして参加してくれ

た。

その後函館ＹＷＣＡで障害児を含めた幼児グ

ループを始めることになり，私が保健所で経過観

察していた子どもたちもそちらで指導を受けるこ

とになった。函館ＹＷＣＡは以前，自閉的傾向の

ある子どもだけを集めてのびる会という治療保育

を実践しており，その基盤はあった。その中心的

存在であった伊藤境智子さんが幼児グループにも

参加してくれた。そしてねむの木会という専門家

集団がグループを支えることになる。そのメン

バーは本村捨夫,松本征八,佐藤義昭，伊藤勝志，

木村健一郎の諸先生であった。私もこの末席を汚

していたが，この頃がわが人生の最も楽しい，そ

９

して充実した日々であったと思う。しかし子ども

たちのために出来たことは少なく，悔いは残って

いる。

保健所では毎週精神衛生相談日を設け，非常勤

として市内の精神科医や大学教授に来てもらって

いた。そこに陪席できた経験はとてもいい勉強に

なった。北海道教育大の近藤元先生もその一人で

あったが，本当に教育者らしい教育者であった。

先生は私が札幌学院大学に勤めることが決まった

時，賎別を下さった。そこには「よろこびつつ，

大成を祈りつつ」と記されていた。先生の心遣い

が感じられて嬉しかった。

函館では函館カウンセリング同好会に所属し，

カウンセリングの勉強をしていた。当時はまだロ

ジャーズの非指示的療法という言葉が使われてい

た時代である｡例会の会場が保健所であったため，

熱心に参加した。精神科医，小児科医，少年鑑別

所や児童相談所の職員，学校の教員などがメン

バーであった。地方都市だからこそさまざまな職

種の人が集まったのだろうが，彼らとの交流は仕

事上でも連携をとりやすくし，大切なネットワー

クとなった。エンカウンター・グループの話はこ

こで知ることになる。当時函館少年鑑別所の所長

であった篠田勝郎先生にも１，２回お会いしてい

る。彼がアンジューのｒ分析的心理劇」の訳者で

あったことは，後で知った。

札幌学院大学に着任

２９歳の時,札幌商科大学(札幌学院大学の前身）

人文学部人間科学科の臨床心理学担当の講師とし

て迎えられることになる。私も若かったので学生

たちと一緒にさまざまな経験をした。本学勤務中

で一番の思い出は，他大学との合同インターゼミ

合宿であろう。早坂泰次郎先生のお弟子さんの先

生が勤務する大学（長野大学，淑徳大学，東京国

際大学，武蔵野大学など）の学生たちと合同で二

泊三日の合宿を数年間続けて行っている。これは

学生にかなりインパクトを与えた体験だったので

はないかと思っている。

ゼミの学生と一緒に芝居を上演したこともあ

る。私が『風とゆききし雲からエネルギーをとれ』

というシナリオを書き，北海道女子短大（現在の



北翻大学）の島貫真寿美先生に衣装のデザインを

考案してもらい,札幌高専(現在の市立札幌大学）

の布上恭子先生に振付をお願いした。芝居のため

に合宿を行うなど結構本格的に稽古をした。学生

も情熱的に取り組んだ。これも楽しい思い出とし

て残っている。なおこの仲間から二組のカップル

が生まれている。

その他,深夜車に分乗して夕張のお化け屋敷(廃

坑後のアパート）まで行ったり，ゼミ合宿と称し

て乙部で陶芸を体験したり，惰愛会の施設見学の

後，函館の夜景を見に行ったり，自宅の庭でジン

ギスカン・パーティーをしたり，学生との懐かし

い思い出は尽きない。しかしここでそれを語るに

は紙幅が足りない。以下研究にかかわる取り組み

を紹介したい。

集中的グループ経験

大学院でグループ・アプローチ特論を担当する

ようになった背景には，以下のようなグループ体

験があった。集中的グループ経験とは，人間の心

理的成長，および対人関係におけるコミュニケー

ションの改善をめざして行われる宿泊形式のグ

ループ・アプローチのことである。私が初めてこ

の種のグループに参加したのは，1976年の北海道

カウンセリング研究会ワークシヨップであった。

以降，エンカウンター・グループ（1978)，非言

語的感受性技法を中心とするエンカウンター．グ

ループ（1979)，清里プログラム'80ファシリテー

ター・カウンセラー相互啓発セミナー（1980)，

ラ・ホイヤ・プログラム（1981)，グループ・ダ

イナミツクス・セミナー（1982)，とさまざまな

立場のグループに参加している。当初自分の感情

を率直に表明する人に出会って強烈な印象を受け

たことを覚えている｡表面的なかかわりではない，

生の人間同士のぶつかり合いは新鮮であった。し

かし，自分の内面を見つめるにはよい機会であっ

たが，毎回何か満たされない気持ちもあってもや

もや感が煉り続けていた。それぞれのグループに

よって体験の意味が異なっている印象を受けた

が，主宰者たちは相互の立場を理解していないよ

うに思われ,どこかグループに疑問を感じていた。

そんな折，早坂泰次郎の「よい人間関係」と「本

当の人間関係」という言葉に出会い，「本当の人

間関係」とはどのようなものか体験してみたいと

思った。それがIPＲ（InterpersonalRelationship）

トレーニング（1983）との出会いである。私は

IＰＲに参加することでグループに対する違和感か

ら解放された。

エンカウンター・グループとＩＰＲはどのよう

に違うのだろうか｡エンカウンター・グループは，

メンバーが自己防衛的な態度から解き離れ，自己

開示へと向かうプロセスをたどっていくようであ

る。そして自分の気持ちを率直に話し，それがメ

ンバーに受容される体験を通して心の安らぎを得

る。しかし，メンバー同士共感し，親近感を抱く

ようにはなるが，ややもするとナルシシズム的で

グループに依存し，真の意味でお互い同士信頼し

あうという体験まで至らないような印象を受け

た。癒しを求めて参加する人が多いという感じで

ある。それに対してIＰＲは「人間関係の存在意

義をお互いに問いかけあう場」であった。自分は

今まで本当に相手とかかわろうとしていたのかと

自問するようになり，自分が他者との関係のなか

でどのようなかかわりをしているか，そのあり方

に気づかされるような体験である。そして最終的

には個々のメンバーの違いを明確にし，お互いの

違いを認め合うという体験のように思えた。それ

は主体的に自分を引き受けて生きてゆこうという

勇気を与えてくれるものであった。これは心の癒

しというより，自分の生きかたを見つめるような

体験で，まさに「実存の覚醒」といってもよい。

いずれにしても，グループ体験は自分の内面的

な心の動きを見つめるよい機会であったと思う。

自己理解や対人関係のあり方を学ぶためにはふさ

わしい体験学習であり，心理臨床家の感受性訓練

として意義あることだと思っている。

ＩＰＲを通して早坂泰次郎という人間に関心を抱

くようになり，その方法論を学びたいという気持

ちが徐々に強くなっていった。そして，国内研修

の機会を利用して１年間立教大学に行き，彼のも

とで勉強することになる。現象学との出会いであ

る。
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方法論としての「現象学」

心理臨床に取り組む場合，やはり理論的背景と

なる方法論が必要ではないかと思っている。私の

場合それが現象学であった｡若い頃から荻野恒一，

木村敏，メルローポンテイなど現象学派，人間学

派と呼ばれている人たちの本を好んで読んでき

た。鯨岡峻や津守真の考えにも興味をもった。現

象学に関する専門書はむずかしく，誤解や読み損

ないもあったかと思われるが，最終的にはヴァ

ン・デン・ベルクや早坂泰次郎の提唱している現

象学的な方法論に魅力を感じ，それを実践のなか

に取り入れようとしてきた。学生時代に読んで感

動した早坂泰次郎のｒ人間存在の心理学』との再

会でもあった。

早坂先生が強調しているのは，よく見るという

こと，そして真剣にかかわる，ということである。

その理論が現象学であった。現象学は，生きてい

る世界をあるがままに捉えようとする。それは自

然科学的な意味での客観ということではなく，そ

こで起こっている現象を事実としてそのまま捉え

るという視点である。主体客体と区別する以前の

「生きられた世界」をじっくりと観察し，生のア

クチュアリテイを感じ取りながらその現象を記述

する（リアリテイを捉える)。そしてそこから意

味が浮かび上がってくるのを待つのである。その

ような発見を志向している。これは現象を全体の

中で捉えることでもある。ゲシュタルト心理学の

「図」と「地」の考えとも共通している。木を見

るといっても，われわれは必ず生えている木を見

ているのである。そこに背景があるからこそその

一本の木が意味ある存在として浮かび上がってく

る（｢描かれるいかなる人も，物も，それを包む

空間もすべて等価値の実体だ」という野田弘志の

リアリズム絵画の考え方も同じだと思った｡)。

また現象学では，あらゆることは関係の中で起

こると考える。心理臨床場面でいえば，クライエ

ントは治療者の存在によって自分の考えを生み出

していく。つまり治療者が何に関心を示すか，そ

のまなざしで治療の方向が決まっていくといって

もよい。このように考えると治療者の態度が重要

な意味を持ってくる。先入観を排してあるがまま

の世界にかかわること，そして自分の身体感覚を

通して相手を見ていくという姿勢が大事であろ

う。そうすることで相手の生き生き感（vitality

affect）が実感として伝わってくるのではなかろ

うか。このような関係の世界にどれだけコミット

（自己投入）できるかが心理臨床家には問われて

いる。私はこのような態度で臨床に取り組みたい

と常に心がけてきたつもりである。

こころとからだ

エンカウンター・グループで知り合った葛西俊

治さんと話していて，意外と共通した体験をして

いることがわかった。そこで'984年にグループ・

アプローチ研究会を立ち上げ，グループ体験につ

いて話し合いの場を設けることにした。その頃，

伊東博のニューカウンセリングも注目されるよう

になり，臨床領域でもこころとからだの問題に関

心が向けられつつあった。私は1985年５月に，初

めて竹内敏晴さんのことばとからだのレッスンを

受けている。ここでからだを勇らくことがこころ

も開放するという実感を持つことができた。その

体験を深めたいということで，６月から葛西さん

と「札幌こころとからだの会」（通称「ここから｣）

を立ち上げ，からだを通して自分のこころを探る

体験をしていくようになる。翌年は竹内さんを白

老アカデミーハウスに招いてワークシヨップも開

催している。

保健所で三歳児検診を行っていたとき，言語指

導の参考文献として竹内敏晴さんの代表的著書で

あるｒことばが壁かれるとき』は読んでいた。当

時は耳がよくない竹内さんに共感し，からだのこ

とはそれほど意識していなかった。しかし実際に

レッスンを受けることで，からだとこころは不可

分なものであることを実感するようになる。心理

臨床活動を行う上でも重要な問題ではないかと思

い，以後たびたび竹内さんのレッスンを受けてい

る（国内研修で東京に滞在していたときも，原口

芳明さん（愛知教育大学)，西河正行さん（大妻

女子大学）と一緒に，半年間，新宿の朝日カル

チャーセンターで竹内さんのレッスンを受けてい

た｡)。

竹内敏晴レッスンは人間の可能性を勇くことを

めざしている。それは「他者に働きかけ，相手を
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変え，自分もかえられていくという意味での人間

関係のダイナミズムから生み出される創造性」の

実践である。レッスンは｢やすらぐ｣｢ふれる｣｢まつ

すぐに向き合う」という３つのことばに集約され

る。自分が本当に感じたことを立脚点としながら

生きていくよりしかたがない，という状況におか

れる。「真実は存在するのではなく，発見される

ものである｡」心理臨床家が自分の身体感覚に気

づいたり相手に対するかかわり方を見つめるに

は，竹内レッスンはとても意義ある体験だと思っ

ている。

2001年に札幌学院大学で日本人間性心理学会を

開催したときも，こころとからだの問題を考えた

いと思い,成瀬悟策(臨床動作法)，池見陽(フォー

カシング)，増野肇（サイコドラマ）とともに竹

内さんにも加わってもらい，「からだとことばへ

の気づき」というワークショップを開催した。な

おこの学会では，公開講演会を臨床哲学の鷲田清

一先生（大阪大学総長）にお願いし，「弱さの力

～ケアのなかで起こること」というテーマで話し

てもらうなど，かなり私の関心ある内容を盛り込

んだ大会であった。

精神療法懇話会で活動していた頃

精神分析医である松井紀和先生のグループ・ダ

イナミックス・セミナーは，グループ体験として

インパクトのあるものであった。私が池田光幸さ

んと近しくなったのは，このグループでご一緒し

てからである。このグループの参加メンバーが中

心となって事例検討会を始めようということにな

り，札幌近郊の心理臨床家に声をかけて1983年に

精神療法懇話会が発足した。当時札幌近郊で事例

検討会を行っているところはほとんどなく，心理

療法に関心をもっていた若手の精神科医や心理士

が結構集まった。事例検討会は毎月１回の例会の

他に，年に１度著名人を呼んで公開スーパーヴィ

ジョンを行っていた。私が会長だった時，中井久

夫先生にも来ていただきたいと思って手紙を出し

たことがある。残念ながら来ていただけなかった

が，丁重なお断わりの返事をいただいている。

精神療法懇話会の存在が，北海道の臨床心理士

会をスムーズに発展させたひとつの要因になって

いたのではないかと思っている。北海道臨床心理

士会でもいろいろ研修会を行うようになるが，私

はこれらの活動をとおして意外と多くの著名人と

出会っている。なぜなら，先生方が北海道に来る

とき，たいてい私が千歳空港まで迎えに行くこと

になったからである。河合隼雄，神田橋篠治，佐

治守夫，村上英治，山中康裕，前田重治などの諸

先生は，皆私のブルーバードに乗っている。そこ

で先生方の普段の人柄を身近に感じることができ

た。例えば，佐治守夫先生を千歳空港まで送って

行ったとき，こちらは車を運転して帰らなければ

ならないのにビールを飲まされ，あわてたことも

あった｡河合隼雄先生のときは,永田法子さん(中

京大学教授）と一緒に空港まで迎えに行ったが，

時間があったので，支筋湖回りで札幌に行くこと

にした。いつも冗談ばかりいっている先生である

が，意外と繊細な気遣いをすることがわかった。

前田重治先生は辻邦生のファンであり，以前から

親しみを感じていた。札幌に来られた時，安岡器

先生の奥さんである蓉子夫人と３人で札幌芸術の

森美術館まで行ったことがある。そんな折，辻邦

生のｒ春の戴冠』を読んでイタリアに行ってみた

くなったという話をしてくれた。山中康裕先生は

千歳から札幌までの高速道路に植えてある樹木の

種類をしっかり観察し，何種類あったか教えてく

れた。神田橋先生は奥さん同伴で来られたが，わ

ざわざ鹿児島のお土産まで用意して下さったのに

は恐縮した，等々。今は亡き人もいるが，このよ

うな著名人のさりげない日常の素顔に接すること

ができたことは，貴重な体験であった。

サイコドラマ（心理劇）

私にとって現象学の実践の場がサイコドラマで

あった。早坂泰次郎や竹内敏晴のもとで体験した

ことを心理臨床のなかでどう生かすか，というこ

とでサイコドラマの世界に興味をもつようになっ

た。わが国のサイコドラマには大きく４つの流れ

があり，それぞれ独自に発展していったところが

ある。私はそれぞれの流れを実際に体験しながら

心理劇を学んだ。まず日本臨床心理劇協会主催の

研修会で，増野肇，台利夫，磯田雄二郎，高良聖

の各グループに参加した。この集まりには人間的
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な魅力をもつ人が多くいたが，心理劇そのものは

何か嘘っぽいというか操作的な感じがし，しかも

人間関係が表面的な気がして初めはなじめなかっ

た。それで他のグループにも参加してみようとい

う気になったのである。お茶の水女子大の松村康

平は，自己・人・物という独自の関係学を提唱し

て心理劇を行っていたが，理論と実践が結びつい

ていないのではないかと疑問に思った。外林大作

のロールプレイングも形式的なロールの学習とい

う感じで心に響くものはなかった。迎孝久らの九

州グループは補助自我の訓練というニュアンスが

強く，主役中心のドラマではなかった。そんな体

験から，何となく親しみやすい雰囲気を感じてい

た臨床心理劇協会のメンバーとのかかわりを強め

ていく。ザーカ・モレノの研修会には２回参加し

ている。主役中心の深い体験であった。ザーカの

力量はさすがだと思った。

主役中心の心理劇は，相互研修として深い体験

ができても，臨床場面ではそのまま使えないとい

う印象を受けた。その一方で，臨床心理劇協会で

体験した内容は，統合失調症患者のように自我が

脆弱な人には安心して取り組めるように思えた。

そこで当時札幌佐藤病院に勤めていた青柳信子さ

ん木野口郁子さんたちと一緒に病院で心理劇を実

践することにした。その後札幌香雪病院でも菊谷

欣広さんと一緒に心理劇を行っている。それと同

時に1986年に札幌サイコドラマ研究会を立ち上

げ，病院臨床に携わっている人を中心とした相互

研修を行ってきた。

2000年に札幌学院大学で日本心理劇学会を開催

したが，その前日のプレカンファレンス・ワーク

ショップには，オーストラリア，ニュージーラン

ド・サイコドラマ・アソシエイション（ＡＮＺＰ

Ａ）のマックス・クレイトン，スー・ダニエル，

そしてアメリカからプレイバックシアターの創始

者であるジヨナサン・フオックスを招聴するな

ど，画期的な学会であった。この大会で北海道を

アピールできたのではないかと自負している。

心理劇はアクションを伴うので抵抗を感じる人

が多い。しかしコルシーニが「サイコドラマは，

すべての心理療法家が身につけておくべき素養で

あり，他のいかなる心理療法システムをも補完す

るものである｡」と述べているように，心理臨床

を学ぶ人にとって，患者体験にもなるもので，一

度は経験しておくべきものではないかと私は思っ

ている。

聴覚障害者の心理臨床

私は３歳の頃中耳炎を患い，以降何度か手術を

受けている。そんなことから耳があまりよくない

ことに劣等感を抱いていた。このことが，聴覚障

害者の心理臨床に関心を向けさせた。たまたま図

書館で琵琶湖病院の藤田保先生たちが発表した

「聴覚障害者の精神保健」という論文を見つけた

ときは，衝撃的であった。寡聞にしてこのような

研究分野があることを知らなかった。そこで早速

藤田先生に手紙を出し，聴覚障害者精神保健研究

集会に参加することにした。そこで河崎佳子さん

（神戸大学教授）と出会ったことが，私の研究生

活における大きな転機となった。

難聴・中途失聴者の心の悩みはどんなものか，

精神科で治療を受けている聴覚障害者はいるのだ

ろうか,という素朴な疑問から調査研究を始めた。

このような簡単なことでも先行研究がほとんどな

い領域なのである。やがて多くの聴覚障害者と知

り合いになるが，そもそも「聴覚障害者」の定義

そのものがあいまいであることも分かってくる。

単にろう者，難聴者，中途失聴者に分けることは

できず，アイデンティティの拠り所が何なのか，

ということがその人の人生にとって重要であるこ

とが分かってくる｡聴覚障害者を対象とした場合，

コミュニケーションを取るのがむずかしく，研究

や心理臨床活動は容易ではない。そのため心理臨

床家も何となく敬遠し勝ちである。しかし村瀬嘉

代子先生が後に紹介する本の中で述べているよう

に，聴覚障害の心理臨床は「何よりも，実は心理

臨床の本質そのものがすぐれて問われている」の

である。

河崎さんたちと一緒に日本心理臨床学会で１０年

間「聴覚障害者の心理臨床を考える」という自主

シンポジウムを開催し，心理臨床家に対する啓蒙

活動を行ってきた。村瀬嘉代子先生はわれわれの

シンポジウムにずっと付き合ってくれて，その成

果を『聴覚障害者の心理臨床』ｒ聴覚障害者の心
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理臨床２」という本にまとめてくれた。

聴覚障害者の研究を始めたことで海外に出る機

会も多くなった。４年毎に開催される「世界ろう

者会議」でウィーンやブリスベン，マドリッドに

行くことが出来た。また，「精神保健とろうに関

する世界会議」で南アフリカにも行っている。さ

らに国外研修でアメリカのワシントンＤＣにある

ギャロデット大学に客員研究員として半年間滞在

したり，科研費を利用してイギリスに行くことも

出来た。これらは世界の動向を知る上で貴重な体

験となった。また全日本ろうあ連盟から「聴覚障

害者生活支援業務従事者研修会」に招かれ，「私

が資源になるために～対人援助技術入門～」とい

うワークショップを担当した。全日本難聴者．中

途失聴者団体連合会からは，シンポジウム「聴覚

補償リハビリテーションの研究」のパネラーとし

て呼ばれた。さらに日本補聴器販売店協会から総

会の特別講演を依頼され，補聴器販売に携わって

いる人を対象に「聴覚障害者に対する心のケア」

について話す機会が与えられた。このようにわが

国のろう者団体，難聴者中途失聴者団体，補聴器

販売の社員など聴覚障害者問題にかかわる人との

交流も徐々に広まり，心理臨床に関する理解を深

めてもらうために少しは貢献できたのではないか

と思っている。

アメリカのギャロデット大学にはろう者の研究

者が多くいる。日本ももっと当事者が臨床心理学

の研究に携われる環境を作る必要があるのではな

いかと思う。いずれにしても日本ではまだマイ

ナーな研究分野であり，この領域に関心をもつ若

い専門家が増えてくれることを期待したい。

おわりに

こうして自分の半生を振り返ってみると，研究

しながら生き方を模索してきた自分の姿が見えて

くる。札幌学院大学は講座制でなかったこと，大

学の運営が民主的であったことから，結構自分の

関心に従って自由に研究し，実践することができ

た。その意味では恵まれた環境であったといえる

だろう。

大学では般初人間科学科に所属し，のちに臨床

心理学科に移ることになった。私は人間科学科に

魅力を感じていた。学の細分化への反省，専門化

が進むにつれ見失われがちな総合的視野を，「人

間」を中心にすえることで取り戻そうという人間

科学科の理念に共感していた。そこで臨床心理学

を基礎とした「人間学概論｣を担当できたことは，

得難い経験であった。したがって臨床心理学を特

化させた形で新しい学科を作ることには疑念を抱

いていた。しかし当時人文学部長であった中野徹

三先生から，そういう考えをもっている人間だか

らこそ,新設の学科でがんばってほしいと言われ，

臨床心理学科に移ることにした。「生きている人

間」を理解するためには，「心理」だけではなく，

常識と幅広い教墾が必要である。「心はもともと

詩的なもの」（ヒルマン）とか，「生命あるものを

研究するには，生命と関わりあわねばならぬ｡」

（ヴァイッゼッカー）ということばの意味を，心

理臨床に取り組もうとする者は，真剣に考えるべ

きだと思っている。霜山徳爾が，心理臨床家はス

ペシャリストではなくゼネラリストたれ，といっ

ているのもそういった意味が含まれていると思

う。

また，自戒の意味を込めていうことであるが，

心理臨床の世界に携わるとき，自分を相対的に見

る視点をもつことも重要だと思っている。具体的

にいえば，心理臨床家は自分の影の部分を知って

おく必要があるだろう。グーゲンヴイルークレイ

グの「分析家の心のどこかの隅には，患者に対し

て唯一無二の支配者として出現したがっている化

け物がいる」ということばを肝に銘じる必要があ

る。クライエントひとりひとりの人生の重みを大

切にしなければいけない。心理臨床家は黒衣的な

存在であり，決して騎ってはいけない。こちらが

謙虚に，そして無心にクライエントの話を聴くと

き，クライエントは本当の姿を見せてくれるので

ある。

私はここ数年，臨床心理学という学問に違和感

を覚えるようになってきた。臨床心理学は「心」

を扱っているが，「魂」は扱っていないのではな

いか。無意識の世界をいくら掘り下げてもその底

にある生命の源，これはからだと不可分に結びつ

いていると思われるが，そこまで臨床心理学は

扱っていない，という思いがあった。ひとりの人
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間の生きざまを理解するためには，その「魂」の

レベルまで触れる必要があるのではなかろうか。

それは宗教とか芸術に近い領域なのかもしれな

い。私にはまだみえてきていないが，やはり人間

を理解するとは，「心」だけではなく，その人の

生きている世界全体を見ていく必要があると思

う。私の関心は，今後そのような方向に進んで行

きそうな気がする。

般初は現場を知らない専門家に対して批判的な

気持ちを抱いていたが，いつしか自分も象牙の塔

の人間になってしまった。心理臨床家として憧れ

ていた人は何人かいるが，結局自分はその人たち

の足元にも及ばないと感じている。振り返ってみ

れば，私の業績など微々たるものである。とはい

え，こうしてひとりの人間として62歳まで無事生

きてこられたことに深く感謝したい。

退職にあたり，最終講義をしてほしいという話

がいくつかあった。しかしすべてお断わりしてい

る。大変光栄に思ったが，正直いって私のような

浅学非才な人間にはその資格はないように思う。

ここに記したささやかな報告で私の足跡をいくら

かでも理解していただければそれで十分である。

般後に私の好きなことばを紹介しておきます。

ひとはひと吾は吾也ともかくも吾が行く

道を吾は行く也（西田幾多郎）

汝の道を進め人々をしてその言うに任せよ

(ダンテ）

（注）人名の敬称は統一されておりません。文章

の流れで自由に使わせていただきました。また所

属についても煩わしいので省略したところもあり

ます。失礼をお許し下さい。
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